









































































































































































































































きたのは，1987 年 21 世紀に向けて期待される
看護職者について，厚生省の看護制度検討会報
告書の中で，生涯の仕事として継続するに足り
る魅力ある職業としてくための要件として，専
門職として誇りうる社会的評価や，自ら研鑽に
努めること，問題解決のための方向などを的確
に判断する力，よきリーダーシップを発揮でき
る等が挙げられた中で，対応するには，卒後教
育の一環として一定の専門分野についての教育
を行って看護業務が円滑に実施できるような専
門看護師さんを育成する必要があるんじゃない
かと検討会報告書で文書化されました。
本来国が制度化するのであれば検討会報告書
を出すとそれを具体化するような検討会が間を
おくことなく展開してことがあります。当時は
次の具体化につながらなかった。そのため，制
度検討は看護協会に場を移して，議論を始め専
門看護師の役割像が明確化され，２年の教育が
必要と明らかになり，専門看護師制度を発足さ
せたのが 1994 年でした。　
この役割には看護学の向上と教育研究も重要
視されました。もっと実践力を重視した看護師
が実践現場では必要とされ，平行して議論が進
み，１年遅れで認定看護師制度が発足し，その
後教育が先行して進んでいた認定看護管理者制
度が発足しました。こうした背景は，数が増え
たことによって見える化が進み，2010 年くらい
から看護界で認知が進み，医療界で認知される
ようになったと感じています。もっと認定看護
師や専門看護師，認定看護管理者の活動を見え
る化しようと，商標登録や広告承認申請などを
行って参りました。
◇認定看護師，専門看護師，特定行為研修の
３つの違いですが，認定看護師は熟練した技術
知識を用い看護実践することを主たる役割とし
て，看護現場における看護ケアの拡がり，質向
上を目指していきます。専門看護師はその実践
に加えて専門看護分野の知識を深めた専門看護
師が保健医療福祉の発展に貢献，看護学の向上
という制度の目標があり，教育研究役割も求め
られる。しかしながら実施しうる医行為は，特
定行為研修は受けていませんので，一般的な診
療の補助の範囲で，手順書で特定行為を実践す
るということはできません。診療の補助の範囲
が異なっている。特定行為研修修了看護師は，
これからの医療提供体制に則して患者，国民，
医師その他スタッフから期待される役割とし
て，医師の判断を待たずに従来の診療の補助に
含まれなかった特定行為について，医師の包括
的指示を手順書で行うことが可能となります。
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◇これからの看護に向けて，なぜ私たちは学
び続けなければいけないのか考えましょう。自
分自身が周りの環境やニーズによって変わって
くるところもありますが，変わらないところも
あります。変わらない一例として，自分自身の
考え方の思考の軸を構成するものが何かを考え
ると，看護協会の作成した看護者の倫理綱領が
あげられます。学ぶということに関して条文の
８に常に個人の責任として継続学習による能力
の維持開発に努めると明記されています。
もうひとつ，看護協会作成の看護業務基準の
中にも看護実践の責務，生命尊厳を尊重する立
場に立って行動する，安全で安心信頼される看
護を提供する，そのためにはやはり研鑽し続け
ないといけないと記載されています。
実践内容では，看護を必要とする人を身体，
精神，社会，スピリチュアルな側面から支援す
る，意思決定を支援する，変化によりよく適応
できるように支援する，医師の指示のもとに医
療行為を行い反応を観察し適切に対応する，緊
急事態に対する効果的な対応を行うとありま
す。この看護実践の内容に書いてある部分は，
他の専門職と何が違うのと端的に説明するのに
分かりやすいと思います。自分自身が看護師と
して患者に寄り添うってよく言いますが，寄り
添うって家族でもできるわけなんですね。専門
職として寄り添うというのはどこが違うのか，
看護実践に関してしっかり自分自身が考えて理
解しておく必要があると思います。
◇ジェネラリストとスペシャリストについて
ですが，ジェネラリストを看護協会では，特定
の専門あるいは看護分野にかかわらずどのよう
な対象者に対しても免許取得後の経験と教育に
よって習得した多くの知識でその場に応じた知
識技術を発揮できるとしています。スペシャリ
ストは特定分野で専門性を発揮し，期待される
役割の中で成果を出し評価されるものといいま
す。こうしたスペシャリストが専門性を発揮す
るには，ジェネラリストが不可欠です。専門性
をどう考えるか，看護の本質ということをぜひ
今一度考えて頂きたい。寄り添うと一つ考え
ても，そこには看護ケアを実践する時に先ほど
あった精神，身体，社会，スピリチュアルそう
いった点での理解をしないといけない。そのた
めにはみなさんがしっかりとこの基礎教育で学
んでおかないといけないし，生命ということを
どう捉えるか，尊厳ということをどう捉えるか
ということを考えないといけない。私たちはど
ういう価値を追求するのか，価値観それはどう
いうものなのかとずっと考え続けないといけな
いと理解してほしいです。
◇これからコンピューター AI が発達すると
半数の仕事が奪われるのではないかと言われて
います。では，コンピューターが苦手とするこ
と，それがクリエイティビティというアイディ
ア・ひらめきを作り上げていく創造性独創性と
いったものやインテリジェンス，データという
もの，あるいはインフォメーションをどう使っ
ていくのかということだけではなく，そこには
相手の気持ちを考える思いやるといったことな
ども含まれると考えられます。こうしたことか
ら言いますと看護の仕事は代替されにくいもの
に該当します。診断など AI がかなり力を発揮
してくる可能性がありますが，看護の仕事は少
なくとも AI に奪われることはないと思います。
みなさんにはまず人間に興味関心を持ってい
ただき，自分たちが感じることを大事にしてい
ただき，いろんなものを見る，そして見えるよ
うにすることが，感情を動かし，行動が変わる
ことにつながります。
◇学部生にときどき聞かれるのですが，同じ
免許なのに専門学校だったら３年で大学だった
ら４年かかる。何が違うのかよく聞かれます。
国家試験で看護師の資格，保健師の資格，免許
は同じですが，受験資格を得るために指定規則
に決められた教育として，大学も専門学校も満
たしています。違うのは一般教養教育，リベラ
ルアーツ，ここが大きく違っています。リベラ
ルアーツは，論理的思考を養うこと，論理的思
考を養うとどんな力がつくのか，繋がりを読み
取る力になるんです。繋がりがみえると根拠を
見出すことができます。根拠を見出すことがで
きれば，全く新しい価値を創造できます。リベ
平成 30 年度　島根県立大学出雲キャンパス客員教授特別講義「生きることを支えるプロフェッショナル～誇りと自信は学び続けることから」
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ラルアーツは論理的思考を養うことで全く新し
い価値を生み出す力につながっていく。そこが，
皆さん自身がこの大学で学んでいることの大き
な意義です。その点を意識して学ぶことが大切
です。
◇私自身は自分の中の軸として思考の基本の
ひとつに倫理綱領があります。最近も特定行為
研修が制度化される過程でいろんな葛藤があっ
て迷うところもありました。迷った時常に考え
ることが，これは国民のために患者さんのため
に役に立つのかどうかという点です。誰のため
の仕組みなのか，誰のためにこれをするのか，
自分のためだけじゃダメだと思うのです。誰か
のためにということを意識しないといけないと
いうこと，そして，倫理綱領で記載されている，
「看護職は専門職組織を通じて看護の質を高め
るための制度の確立に参画しよりよい社会づく
りに貢献する」。過去にも認定看護師制度や専
門看護師制度で看護界が経験したことですが，
看護の質を高めるための制度の確立に参画し，
発展させてきた制度があります。特定行為研修
制度も看護の質を高めるための制度に私たちが
自らその方向にもっていくように参画しなけれ
ば，より良い制度にはならないはずです。そう
した葛藤の時に，このことを思い，制度創設に
関わってきました。今の私を作ってきた思考の
軸であるかなと思います。
皆さんの学び舎であるこの大学が皆さんを就
学中も卒業後も必要とする時に支えてくれると
思います。さらに皆さんが今後働く場所の県看
護協会などが皆さんを支えてくれます。皆さん
にはこうした支える人たちが多くいることを忘
れないで頂ければと思います。
洪　愛子
